
～ 監督・選手が新宮高校に凱旋 ～

宇井大和 60キロ級優勝 中西敦也 50キロ級１回戦突破

藪 中 監督、宇井大和(3-1)、中西敦也(2-3)が９月３０日(水)午後４時に結果

報告のため学校に戻った。玄関では大勢の生徒、先生からの出迎えを受け、そ

の後、校長室で結果報告を行った。校長から監督に対して「日々の練習、遠征等お疲れ様でした。指導が実って本当に良かった。

さらなる高みを目ざして指導よろしくお願いします。」また、３年の宇井には「優勝おめでと

う。大学でのさらなる飛躍が楽しみ。大学チャンピオン、日本チャンピオン目指して頑張って

ほしい。」そして、２年の中西には「2 年生ながら 1 回戦突破は立派。おめでとう。来年度のイ

ンターハイ・国体に向けて大いに期待できる。来年は宇井選手に続いて優勝してほしい。」と

監督・選手一人一人をねぎらった。最後に選手両名に対して、「東京オリンピックを目指して

さらに成長してほしい。でも、今はおいしいものを腹一杯食べて疲れを取ってください。」と

付け足した。地元開催のレスリング国体競技が無事終了できたことと２名の出場選手が活躍で

きたのは、学校だけでなく少年レスリング等の地域に根ざした地道な取り組みが実を結んだも

のであり、また、保護者・地域の皆様からの温かい支援と大応援があったおかげである。指導

者をはじめ、応援いただいたすべての皆様に心から感謝申し上げます。

～ 先輩に学ぶ！ ～ １０月７日（水）に１学年がキャリ

アゼミナールを開催した。各分野で活躍しておられる本校の先輩の体験談を直接聞くことにより、自己の在り方や生き方を深く考察し、

進路選択の指針とすることを目的として実施している。本年度は１０の講座から１講座を選択し、５０分間の講義を受講した。

～ 学習意欲・進路意識の高揚に！ ～

１０月２０日（火）に学期交替式とクラブ表彰式を実施した。学期交替式で畑

校長は、補助役員として多くの生徒が参加した、きのくに和歌山国体の運営協力の謝意や大

学入試センター試験の出願状況、脳と動機の関係から動機の重要性について訓話した。また、

クラブ表彰式では、卓球部と陸上競技部、レスリング部の表彰が行なわれた。

【卓球部】県高等学校卓球選手権大会女子学校対抗戦 3 位、女子ダブルス 2-4 尾野彩花 1-1 永春咲組 3 位、1 年生女子シングルス永春咲２位

【陸上競技部】県高等学校ユース陸上競技対校選手権大会女子 1×400m リレー第 3 位、女子 4×400m リレー第 3 位

・2-5 漁野理子 近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会走り幅跳び第 3 位、県ユース選手権大会 100m 第 2 位、走り幅跳び優勝

【レスリング部】県高等学校レスリング選手権大会

・2-1 太田夏欧フリースタイル 66kg 級、グレコローマンスタイル 66kg 級優勝 ・2-3 中西敦也フリースタイル 50kg 級 2 位、グレコローマンスタイル 50kg 級優勝

・2-2 生駒大智フリースタイル 66kg 級 2 位、グレコローマンスタイル 66kg 級 3 位 ・1-3 東直樹フリースタイル 96kg 級 3 位、グレコローマンスタイル 96kg 級 2 位

・3-1 宇井大和国民体育大会レスリング競技少年男子グレコローマン 60kg 級優勝、全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会 60kg 級 3 位

『 立木早絵コンサート ～さらなる一歩を踏み出そう～ 』

１０月２１日（水）に、全校生徒と教職員及び保護者が、人権に関わる演劇や映画鑑賞、講演を通して、様々な視点から人権問題

について考える機会とすることを目的として人権全体鑑賞会を実施した。今年度は、シンガーソングライターとして活動中の立木早絵

さんをお招きし、人権を尊重する精神の礎となる講演とピアノの弾き語りを鑑賞した。

講演では、自らの体験をもとに、何かに挑戦する前にはポジティブに考えることや、

達成直後には苦しかったことや辛かったことを思い出すが、時が経つにつれて、楽し

かった思い出が増えてくる。人生と同じように感じたこと、また、今が全てではない

その先を見通すことなど、さらなる一歩を踏み出す秘訣を話された。
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１１月の行事予定『学校開放月間』

5 日（木）防災避難訓練

9 日（月）先輩が先生講演会

18 日（水）人権ＬＨＲ

20 日（金）１学年防災スクール

25 日（水）薬物乱用防止講演（１年）


